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『菅
芥
集
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察

は
じ
め
に

本
稿
で
考
察
対
象
と
す
る

『
菅
芥
集
』
は
、
『続
群
書
類
従
』
に
巻

八
二
八
と
し
て
収
載
さ
れ
る

「
願
文
集
」
と
、
そ
の
内
容
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
本
作
品
の
写
本
の
存
在

に
言
及
し
た
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
『続
群
書
類
従
』
の
活
字
翻
刻
が
知

ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「
願
文
集
」
の
願
文
の

一
部
は
、
『鎌

倉
遺
文
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
美
術
史
、
仏
教
史
あ

る
い
は
地
誌
に
お
け
る
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
あ

っ
た

も
の
の
、
そ
こ
で
の
関
心
は
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
看
過
さ
れ

て
き
た
重
要
な
点
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
ま
ず
は
こ
の

〈願

文
集
〉
を
総
体
的
に
捉
え
た
考
察
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

願
文
は
、
法
会
仏
事
が
催
さ
れ
る
際
に
そ
の
施
主
の
願
意
を
述
べ
た

文
章
で
あ
り
、
願
主
自
身
に
よ

っ
て
願
文
が
執
筆
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

が
、
文
筆
に
携
わ
る
練
達
の
学
儒
に
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

本
稿
で
は
、
対
象
と
す
る
作
品
が
本
来
は

『菅
芥
集
』
と
い
う
書
名
を

中
川
　
真
弓

有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
所
収
願
文
の
作
者
が
誰
で

あ
る
の
か
、
そ
の
比
定
を
試
み
、
こ
の

〈願
文
集
〉
が
、
複
数
の
人
物

の
手
に
よ
る
願
文
を

一
つ
に
集
め
た

「
総
集
」
で
は
な
く
、
あ
る
個
人

の
作
品
を
纏
め
た
い
わ
ゆ
る

「
別
集
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で

『続
群
書
類
従
』
の
活
字
本
し
か
知
ら
れ
て
こ
な

か

っ
た
本
作
品
に
、
諸
伝
本

（写
本
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
、

そ
の
系
統
付
け
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
各
伝
本
の
奥
書
等
か
ら
窺
え
る

書
写
事
情
と
書
写
者
に
つ
い
て
、
そ
し
て
諸
本
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て

も
考
察
を
及
ぼ
し
た
い
。

一

『
群
書
解
題
』
の
問
題
点

『
菅
芥
集
』
、
す
な
わ
ち

『続
群
書
類
従
』
巻
八
二
八

「
願
文
集
」
の

作
者
や
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は

『
群
書
解
題
』
の
み
で
あ
る
。
そ
の
解
題
が
執
筆
さ
れ
て
以
来
か
な
り

の
年
月
が
経
ち
、
願
文
を
め
ぐ
る
研
究
も
進
展
し
て
き
た
現
在
、
本
作

品
に
対
す
る
解
説
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
『
群
書
解
題
』
の
記
述
を
再
検
討
す



る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
作
品
を
研
究
し
て
ゆ
く
上
で
の
問
題
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

『
群
書
解
題
』
は
、
「願
文
集
」
を

「
平
安
期
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前

期
に
至
る
願
文
十
五
首
及
び
諷
誦

一
通
の
集
録
。　
一
巻
」
と
し
て
紹
介

し
、
〔作
者
〕
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔作
者
〕
①
劃
割
劇
副
翻
目
嗣
湘
測
悧
渕
劃
罰
馴
「
創
相
捌
測
瑚
¶

九
八
工Ｏ

の
御
宇
貞
元
三
年

（九
七
八
）
の
願
文
か
ら
、
新
し
き

聾課
‐こ帝現『て一疑
一瞥
∝紳
翡
鱚
朧
朧
詳

剛

刷

剛

劇

目

劉

「

劉

州

到

馴

国

男

詞

罰

国

劉

り

∃

罰

日

「

国

劉

引

到

刻

劉

秒

鼎

住
侶
作
善
願
文
の
禅
海
と
の
二
人
の
み
。
他
の
諸
編
で
は
仏
子
あ

る
い
は
弟
子
等
の

一
般
的
な
称
呼
を
用
い
て
い
る
。

ま
ず
は
、
願
文
群
の
成
立
年
代
に
対
す
る
記
述
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。
『
群
書
解
題
』
は
、
願
文
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
傍
線

部
①
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

「古
き
は
最
後
に
収
め
ら
れ
た
円
融
帝

（在

位
九
六
九
―
九
八
工Ｃ

の
御
宇
貞
元
三
年

（九
七
八
）
の
願
文
か
ら
」
、

嘉
禎
二
年

（
〓

〓
一〓
○

に
至
る
も
の
が
集
録
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

し
か
し
、
そ
の

一
方
、
〔内
容
〕
の
項
で
は

「
さ
ら
に
最
後
の
念
仏
房

の
願
文
の
年
次
貞
元
三
年
は
、
承
元
三
年

（
〓

一〇
九
）
・
貞
応
三
年

貧

一
三

四
）
等
の
誤
伝
で
な
か
ろ
う
か
」
（傍
点
は
私
に
よ
る
）
と
疑
問

を
呈
し
て
い
る
。
年
次
が
校
訂
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
願
文
執
筆
の
年

代
に
つ
い
て
も
当
然
な
が
ら
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

後
の
節
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
は
本
文
の
誤
写
に

起
因
す
る
も
の
で
、
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
は

「貞
応
三
年
」
が
正

確
な
年
次
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
願
文
集
」
で
最
も
年
代
の
古
い

願
文
は
、
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）
の
年
次
を
有
す
る

「
箕
面
寺
住
侶

願
文

一
首
」
と
な
る
。

次
に
、
『
群
書
解
題
』
は
、
願
文
の
作
者
に
つ
い
て
、
先
の
引
用
傍

線
部
②
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
名
の
名
前
を
挙
げ
て

い
る
。
「伊
津
部
恒
光
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
彼
を
含
む
親
族

が
供
養
を
行

っ
た
事
情
な
ど
が
願
文
中
に
述
べ
ら
れ
、
願
文
末
尾
に
彼

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「禅
海
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
末
尾
に

「禅
海
稽
首
和
南
。
敬
白
。
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
莞
。

し
か
し
な
が
ら
、
末
尾
に
示
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も

「願
主
」

の
名
前
で
あ

っ
て
、
「作
者
」
で
は
な
い
。
両
者
を
混
同
し
て
は
な
ら

な
い
。
『
群
書
解
題
』
が
、
各
願
文
に
お
け
る

「願
主
」
と

「
作
者
」

を
単
純
に
同

一
視
す
る
の
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

勿
論
、
願
主
が
俗
人
で
あ
れ
僧
侶
で
あ
れ
、
自
ら
の
手
で
願
文
を
記

す
場
合
も
有
り
得
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
願
文
の
執
筆
に
は
対
句
を
多

用
し
た
華
麗
な
四
六
併
個
体
の
文
章
を
駆
使
で
き
る
技
量
が
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
多
く
は
博
士
家
の
文
人
に
執
筆
を
依
頼
す
る
の
が

一

般
的
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
願
文
は
、
私
的
な
願
意
を
述
べ
る
と
い

う
性
格
を
持

つ
一
方
で
、
仏
事
に
お
け
る
次
第
の

一
つ
と
し
て
公
的
な

場
で
発
表
さ
れ
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
願
文
の
内
容
や
形
式



に
は

一
定
の
枠
組
み
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
書
式
に
従

っ
て
、
作

者
は
依
頼
人
で
あ
る
願
主
の
意
を
文
章
の
中
に
織
り
込
ん
で
い
っ
た
の

で
あ
る
。
見
方
を
転
ず
れ
ば
、
願
主
を
主
格
と
し
て
成
り
立

つ
願
文
の

内
部
か
ら
作
者
を
推
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
言
え
る
。
『
菅

芥
集
』
翁
続
群
書
類
従
』
巻
八
二
八

「願
文
集
し

の
願
文
に
関
し
て
も
、

作
者
に
つ
い
て
は
別
の
角
度
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
比
定
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
『
群
書
解
題
』
は
、
〔成
立
〕
の
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

〔成
立
〕
内
容
の
年
次
は
新
古
不
同
で
、　
一
巻
と
し
て
成
立
し
た

年
月
は
未
詳
で
あ
る
が
、
奥
書
に
よ
れ
ば
室
町
時
代
中
期
享
徳
元

「
ｑ

劉
ョ

利
引

刷
劃

剛
樹

ヨ
倒

劃
劃

ｕ
倒

コ

が
知
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
年
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
江
戸
初
期
慶
長
十
三
年

（
三
ハ
〇
八
）
に
法
印
覚
円

は
准
后
御
本
に
よ
り
書
写
し
て
い
る
。

『
群
書
解
題
』
は
、
奥
書
の
記
述
か
ら

「
僧
天
祐
」
お
よ
び

「法
印

覚
円
」
と
い
う
二
人
の
人
物
の
存
在
を
読
み
と

っ
て
い
る
。
こ
の
奥
書

に
関
し
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
は

『続
群
書
類
従
』

の
翻
刻
本
文
の
誤
字

・
脱
落
に
よ
っ
て
誤
解
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
〔内
容
〕
の
項
で
は
、
冒
頭
に
あ
る

「
目
録
」
が

「
以
上
九
首
、

諷
誦

一
通
」
と
し
て
前
半
部
分
の
願
文
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
作
品
の
原
形
に
大
き
く
関
わ
る

こ
と
に
な
る
問
題
で
あ
り
、
次
の
節
で
取
り
上
げ
た
い
。

以
上
、
『菅
芥
集
』
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
前
に

『
群
書
解
題
』
の

解
説
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
そ
の
記
事
に
は
訂
正
す
べ
き
箇
所
が
多

く
見
ら
れ
る
。
最
も
大
き
な
問
題
点
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
作
品
が

『
続

群
書
類
従
』
活
字
本
の
み
で
語
ら
れ
て
き
た
点
に
あ
ろ
う
。
次
節
以
降

は
、
『
菅
芥
集
』
に
対
す
る
基
礎
的
な
考
察
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
本

作
品
を
研
究
し
て
ゆ
く
上
で
の
端
緒
と
し
た
い
。

一
一　
書
名

本
節
で
は
、
『
菅
芥
集
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
の
作
品
は

『続
群
書
類
従
』
に
巻
八
二
八

「願
文
集
」
と
し
て
収

載
さ
れ
る
が
、
活
字
本
は
誤
り
が
非
常
に
多
く
、
本
文
を
そ
の
ま
ま
信

頼
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の

『続
群
書
類
従
』
写
本

（４５３
‐
２
）
を
確
認
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
翻

刻
の
間
違
い
の
み
な
ら
ず
、
活
字
本
の
段
階
で
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た

情
報
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『続
群
書
類
従
』
所
収
の

「
願
文
集
」
は
合
わ
せ
て
願
文
十
五
首

・

諷
誦
文

一
通
か
ら
成
る
が
、
前
節
で
検
討
し
た

『
群
書
解
題
』
に
も
触

れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
活
字
本
の
冒
頭
に
あ
る

「
目
録
」
に
は
、
前

半
の
九
首
と
諷
誦
文

一
通
の
題
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
書

陵
部
蔵
の
写
本
を
参
看
す
れ
ば
、
活
字
本
で
は
不
明
で
あ

っ
た
そ
の
理

由
が
明
ら
か
に
な
る
。
実
は
、
「
願
文
集
」
は
、
構
成
に
お
い
て
も
前

半
と
後
半
で
分
か
れ
て
お
り
、
本
来
は
二
冊
で
あ

っ
た
も
の
を

一
つ
に

合
冊
し
た
形
態
を
伝
え
る
本
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
活
字
本
冒
頭
の



「
目
録
」
は
、
初
め
か
ら
前
半
の
部
分
に
対
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。

仮
に
こ
の

「願
文
集
」
の
前
半
と
後
半
を
Ａ

・
Ｂ
と
し
て
分
け
、
以
下

に
、
Ａ
は
冒
頭
の

「
目
録
」
に
列
挙
さ
れ
る
題
を
、
Ｂ
は
各
願
文
本
文

に
記
さ
れ
た
題
を
、
通
し
番
号
を
付
し
て
掲
げ
る
。

【
願
文

一
覧
】

Ａ

①
笠
置
寺
住
僧
修
善
願
文

一
首
　
　
　
　
（建
久
五
年
‐１９４
五
月
）
　

８

②
同
八
条
院
三
位
局
願
文

一
首
　
　
　
　
（正
治
二
年
‐２０〇
七
月
）
　

９

③
箕
面
寺
住
侶
願
文

一
首
　
　
　
　
　
　
（治
承
三
年
‐１７９
十
月
）
　

１

④
信
濃
国
常
楽
寺
修
善
願
文

一
首
　
　
　
（
＊
日
付
ナ
シ
）
　

　

　

＊

⑤
摂
津
国
仏
照
山
堂
供
養
願
文

一
首
　
　
（建
永
二
年
‐２０７
七
月
）
　

１０

⑥
播
磨
国
書
写
山
円
教
寺
堂
供
養

一
首
　
（嘉
禄
二
年
轡

一月
）
　

１２

⑦
同
諷
誦

一
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（嘉
禄
二
年
轡

二
月
）
　

１３

③
能
勢
郡
仏
光
寺
堂
供
養
願
文

一
首
　
　
（嘉
禎
二
年
‐２３６
十
月
）
　

１５

⑨
丹
波
国
住
人
修
善
願
文

一
首
　
　
　
　
（建
久
三
年
‐１９２
九
月
）
　

６

⑩
妙
徳
寺
修
善
願
文

一
首
　
　
　
　
　
　
（建
久
三
年
‐１９２
九
月
）
　

７

己
上
九
首

諷
誦

一
通

Ｂ
　
郡
駆
鈍
雑
願
文
広
隆
寺
嵯
峨

⑪

「法
橋
行
賢
於
広
隆
寺
修
善
願
文
」
　

（建
久
二
年
‐１９‐
十
二
月
）

５

⑫

「
尼
於
嵯
峨
修
善
」
　
　
　
　
　
　
　
（治
承
四
年
‐１８〇
二
月
）
　

２

⑬

「嵯
峨
念
仏
房
」
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
暦
二
年
‐２３５
二
月
）
　

１４

⑭

「藤
原
氏
於
嵯
峨
修
善
を

親
」
　

　

（寿
小ヽ

一年
‐１８３
）
　

　

　

３

⑮

「
嵯
峨
念
仏
房
於
往
生
院
修
善
文
」
　

（建
久
二
年
‐１９‐
九
月
）
　

４

⑩

「
嵯
峨
念
仏
房
誂
五
種
行
十
種
供
養
願
文
」
（貞
応
一
年
‐２２４
二
月
）
　

Ｈ

ま
た
、
右
の
願
文

一
覧
の
下
に
、
各
願
文
の
末
尾
に
あ
る
日
付
と
そ

の
年
次
の
順
番
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
願
文
は
、
年
代
に
関
し
て
は
順

不
同
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
年
次
の
記
さ
れ
て
い
な
い
④
を
除
く
と
、

治
承
三
年

（
一
一
七
九
）
か
ら
嘉
禎
二
年

（
〓

〓
三
〇

ま
で
に
製
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
書
陵
部
蔵
写
本
は

『続
群
書
類
従
』
の

一
巻
と
し
て
装

丁
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
紙
に
は

「
願
文
集
」
と
い
う
題
が
記
さ
れ

た
別
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。　
一
方
、
原
表
紙
に
は

「菅
芥
集
」
と
い
う

題
が
見
え
、
そ
の
右
に
朱
で

「願
文
集
同
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｂ
群
の
冒
頭
に
は

「菅
芥
集
」
と
題
が
示
さ
れ
て
お
り
、
「外
題

也
」
と
傍
書
さ
れ
、
「願
文
広
隆
寺
嵯
峨
」
と
い
う
注
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
願
文
集
が
、
か

つ
て

『
菅
芥
集
』
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
「
願
文

集
」
と
い
う
名
は
、
あ
く
ま
で
も
集
録
さ
れ
た
文
体
を
示
す
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
『
国
書
総
目
録
』
の

「願
文
集
」
の
項
目
を
見
る
と
、
内
容

の
異
な
る

〈願
文
集
〉
が

一
括
し
て
掲
げ
ら
れ
、
未
分
類

の
ま
ま
と

な

っ
た
状
態
で
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
の

〈願
文
集
〉
と
の
混
同
を
避
け
、
個
別
化
を
図
る
た
め
に
も
、
本

書
に
対
し
て
は
今
後
主
に

『
菅
芥
集
』
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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〓
一　
伝
本

『菅
芥
集
』
の
伝
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
、
確
認
し
た

範
囲
で
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
調
査

し
た
結
果
、
現
在
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
諸
伝
本
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
。

【
第

一
系
統
】

田
書
陵
部
本
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『続
群
書
類
従
』
写
本

（４５３
・
２
）

０
観
智
院
本

ａ
…

『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
』
第
１６６
箱

。
第
１８
号

０
醍
醐
寺
本
…

『
醍
醐
寺
文
書
』
第
１７４
函

・
第
３
号

【
第
二
系
統
】

り
観
智
院
本
ｂ
…

『東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
』
第
２９３
箱

。
第
９７
号

【
別
内
容
の
伝
本
】

Ｄ
歴
博
本
…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

（田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
２‐０
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ｕ
～
０
は

『
続
群
書
類
従
』
巻
八
二
八
の

「願
文

集
」
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
そ
の
う
ち
田
～
０
に
は
直
接
の

書
写
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
試
み
に
田
～
０
を
第

一

系
統
、
０
を
第
二
系
統
と
し
て
位
置
付
け
て
お
く
。
ま
た
、
働
は

「菅

芥
集
」
と
い
う
外
題
を
有
す
る
も
の
の
、
他
本
と
は
内
容
を
異
に
し
て

お
り
、
「僚
本
」
「
ツ
レ
」
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
伝
本
で
あ
る
。
以

下
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
書
誌
と
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
説
明
中
で

は
右
に
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

三
―

一　

書
陵
部
本

。
観
智
院
本

ａ
・
醍
醐
寺
本

こ
こ
に
扱
う
書
陵
部
本

。
観
智
院
本

ａ
・
醍
醐
寺
本
は
、
形
態

。
法

量
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
伝
写
関
係
の
流
れ
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
伝
本
で

あ
る
。
説
明
の
都
合
上
、
『続
群
書
類
従
』
写
本
で
あ
る
書
陵
部
本
か

ら
遡

っ
て
ゆ
き
た
い
。

田
　
書
陵
部
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
続
群
書
類
従
』
巻
八
二
八
、
写
本
。
函
架
番
号
、

４５３

・
２
。
袋
綴
装

一
冊
。
法
量
は
縦
‐４
．
２

卸
×
横
２２
．
２

ｍ
。
表
紙
は
白
茶
色

紙

・
布
目
文
。
表
紙
に
は
別
紙

（右
上
に

「願
文
集
」
と
墨
書
）
が
貼
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
横
向
き
で

「続
群
書
類
従
八
百
廿
八
」
の
題
察

が
あ
る
。
料
紙
は
雁
皮
紙
。
遊
紙

一
枚
。
墨
付
六
十
九
丁
。　
一
丁
目
の

左
肩
に
打
付
書
で

「菅
芥
集
」
（墨
童
こ

と
あ
り
、
そ
の
右
傍
に

「願

文
集
同
」
（朱
童
３
。
ま
た
、
右
下
に

「第
五
」
と
書
か
れ
た
貼
り
紙
が

あ
る
。
本
文
に
は

一
筆
書
き
で
振
り
仮
名
や
注
記
等
あ
り
。

書
陵
部
本
は
、
『続
群
書
類
従
』
の

一
巻
と
し
て

「願
文
集
」
の
名

で
集
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『続
群
書
類
従
』
は
、
寛
政
七
年
か
ら

八
年

（
一
七
九
五
～

一
七
九
二〇

頃
に
企
画
が
始
ま
り
、
享
和
三
年

（
一

八
〇
一こ

に
そ
の
目
録
の
下
書
き
が
林
大
学
頭
述
斎
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
相
次
ぐ
困
難
に
よ
り
、
塙
保
己

一
。
忠
宝

・

忠
詔
と
三
代
に
わ
た

っ
て
も
編
纂
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
や
が

て
刊
行
は
中
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
写
本
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
写

―- 42 -―



本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部

。
内
閣
文
庫

。
国
立
国
会
図
書
館

・
静
嘉
堂
文

庫

。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
あ
る
が
、
目
録
の
通
り
に
完
備
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
続
群
書
類
従
完
成
会
に
よ
り
、
欠
巻
が
補

充
さ
れ

つ
つ
刊
行
が
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。
先
に
挙
げ
た

『続
群
書
類

従
』
写
本
の
う
ち
、
『
菅
芥
集
』
（巻
八
一
一八

「願
文
集
し

を
有
す
る
の

は
、
宮
内
庁
書
陵
部

・
内
閣
文
庫

・
静
嘉
堂
文
庫

。
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
の
諸
本
で
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
関
し
て
は
、
集
書
さ
れ
た
際
の

模
写
本

（草
稿
本
）
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
末
尾
の
奥
書
に
つ
い
て
、
続
群
書
類
従
の
活
字
本
と
書
陵
部

蔵
写
本
を
比
較
し
て
載
せ
る
。

＊

『
続
群
書
類
従
』
活
字
本
奥
書

享
徳
元
十

一
十
三
　
　
　
和
尚
談
讀
下
路
了

道
琥
元
方
云
々
　
　
庵
琥
天
砧

慶
長
十
三
年
夷
則
上
旬
天
以
義
□
准
后
御
本
教

化
書
終
写
功
舎
　
　
法
印
覺
園

＊

書
陵
部
本
奥
書

斉
ム
云
　
　
　
祥
拐

享
徳
』
計
元 一
対

一
云三
「
和
尚
談
讀
下
　
粘
了
刹
刷
倒

庵
号
天
祐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（エハ
八
王
裏
）

慶
長
十
二
年
夷
則
上
旬
天
以
義
―
准
后

御
本
教
他
筆
終
写
功
臭
法
印
尭
園
　
　
　
　
』
（六
九
丁
表
）

両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
『
続
群
書
類
従
』
の
活
字
本
が
い
か
に
重
要

な
情
報
を
脱
落
さ
せ
て
い
る
か
は
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
訂
す
べ
き
箇

所
も
多
い
が
、
特
に
末
尾
に
見
え
る

「法
印
尭
園
」
と
い
う
人
物
名
は
、

次
に
紹
介
す
る
観
智
院
本

ａ
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

②
　
観
智
院
本

ａ

東
寺
観
智
院
蔵
。
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
』
第
１６６
箱

。
第
１８
号
。

袋
綴
装
仮
綴
、　
一
冊
。
法
量
は
縦
‐４
．
‐

ｍ
×
横
２２
．
Ｏ

ｍ
。
表
紙
は
観
智
院
第

十
三
世
賢
賀
に
よ
る
修
補
表
紙

で
あ
る
。
外
題
は
左
肩
に
打
付
書
で

「
菅
芥
集
上
下
」
、
表
紙
右
下
に

「東
寺
観
智
院
」
と
墨
書
あ
り
。
料
紙
は

椿
紙
。
墨
付
六
十
九
丁
。

一
丁
表

（原
表
紙
）
に
は
左
肩
打
付
書

で

「
菅
芥
集
上
下
」
、
右
上
に

「
二
冊
ノ
内
」
、
右
下
に

「尭
園
」
と
あ
り
。

ま
た
、
六
九
丁
表
の
左
上
に

「菅
芥
集
」
と
書
き
入
れ
あ
り
。
本
文
に

は

一
筆
書
き
で
振
り
仮
名
や
注
記
等
あ
り
。
奥
書
は
次
に
掲
げ
る
通
り

で
あ
る
。

①
斉
ム
云
　
　
祥
枡

享
徳
元
十
道 一
升
た
加
「
『
談
讀
下
　
馳
了
朱
是
也

庵
号
天
祐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
盆
ハ
八
丁
一暴
）

②
慶
長
十
二
年
夷
則
上
旬
天
以
義
―
准
后

御
本
教
他
筆
終
写
功
尖
法
印
尭
園
　
　
　
　
　
　
』
（六
九
丁
表
）

六
八
丁
裏
に
は
享
徳
元
年
の
奥
書
、
六
九
丁
表
に
慶
長
十
三
年
の
法



印
尭
円
に
よ
る
奥
書
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
慶
長
十
三
年
の
識
語

に
は

「教
他
筆

（他
筆
を
し
て
と

と
あ
り
、
本
文
は
他
者
の
手
に
委
ね

て
書
写
さ
せ
た
と
解
釈
で
き
る
が
、
識
語
と

一
丁
表
に
見
え
る

「尭

園
」
の
書
き
入
れ
は
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
が
尭
円

所
有
の
本
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
尭
円

（
一
五

七
〇
～

王
含

一工Ｏ

は
、
醍
醐
寺
松
橋
流
第
二
十
世
で
、
第
百
八
十
九

代
東
寺
長
者
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

ま
た
、
後
表
紙
見
返
に
は
、
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
の
観
智
院
第

十
三
世
賢
賀

（
三
ハ
八
四
～

一
七
六
九
）
に
よ
る
修
補
奥
書
が
あ
り
、
表

紙
外
題
、
さ
ら
に

「東
寺
観
智
院
」
に
つ
い
て
も
賢
賀
の
特
徴
の
あ
る

筆
跡
と
確
認
で
き
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
賢
賀
の
修
補
奥
書
で
あ
る
。

二
冊
之
内
．ム
々
閾
本
決
定
也

後
葉
補
之
加
修
飾
了

延
享
五
戊
辰
歳
首
夏
廿
二
日
僧
正
賢
賀
雄杵五

「
二
冊
の
内
と
云
々
。
開
本
、
決
定
な
り
。
後
葉
、
之
を
補
し
て
修
飾

を
加
え
了

へ
よ
」
（訓
一３

と
あ
る
の
は
、　
一
丁
表
の

「
二
冊
ノ
内
」

と
い
う
書
き
入
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
賢
賀
の
奥
書
は
、
観
智

院
本

ａ
が

「
二
冊
の
内
」
の

一
冊
で
あ
る
と
認
識
し
た
上
で
、
も
う

一

冊
が

「
閥
本
」
で
所
在
不
明
の
状
態
に
あ
る
と
し
て
お
り
、
後
葉
の
者

に
そ
の
補
完
を
託
し
て
い
る
。

こ
の
尭
円
の
手
沢
本
と
考
え
ら
れ
る
観
智
院
本

ａ
は
、
次
に
取
り
上

げ
る
醍
醐
寺
本
を
書
写
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

０
　
醍
醐
寺
本

醍
醐
寺
蔵
。
「醍
醐
寺
聖
教
類
」
第
１７４
函

。
第
３
号
。
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
蔵
の

『
醍
醐
寺
文
書
』
写
真
帳
に
て
確
認
、
原
本
は
未
見
。

袋
綴
装
仮
綴
、　
一
冊
。
法
量
は
、
お
よ
そ
縦
‐４
．
Ｏ

ｍ
×
横
２２
．
Ｏ

ｍ
。
本
文
共

紙
表
紙
。
外
題
は

「
菅
芥
集
上
下
」
。
墨
付
六
十
七
丁
。
本
文
に
は

一
筆

書
き
で
振
り
仮
名
や
注
記
等
あ
り
。
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

斉
ム
云
　
　
　
祥
拐

享
徳
断
計
元 一
対
ミ
竹
・和
尚
談
讀
下
粘
了
朱
是
也

庵
号
天
祐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
（六
七
丁
一異
）

表
紙
の
外
題

「
菅
芥
集
上
下
」
は
、
醍
醐
寺
座
主
義
演
准
后

（
一
五
五

八
～

王
全
一工Ｃ

の
筆
跡
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
終
紙
に
は
、
先

の
書
陵
部
本
と
観
智
院
本

ａ
に
見
ら
れ
た
慶
長
十
二
年
の
尭
円
書
写
奥

書
が
な
い
代
わ
り
に
、
お
そ
ら
く
仏
事
供
養
の
願
文
あ
る
い
は
表
自
文

の

一
部
と
思
わ
れ
る
訓
み
下
し
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
典

拠
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
も
義
演
の
自
筆
で
あ
る
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
『
醍
醐
寺
文
書
』
で
は
、
義
演
関
係
の
書
が
複
数
収
め
ら
れ
て
い

る
函
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
伝
本
は
義
演
の
手
沢
本
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
尭
円
に
よ
る
観
智
院
本

ａ
の
親
本
と

な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
醍
醐
寺
本
は
、
第

一
系
統
に
お
い
て
最
も
古
く
、
最
も
善
本

と
考
え
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
そ
の
例
証
と
し
て

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

最
後
の
願
文
⑩
の
末
尾
に
示
さ
れ
て
い
る
日
付
は
、
醍
醐
寺
本
で
は



「貞
応
三
年
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
他
の
二
本
で
は

「貞
元
三
年
」
と
誤

っ
て
い
た
部
分
で
あ
り
、
醍
醐
寺
本
は
、
正
確
な

年
次
を
記
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
に
も
、
醍
醐
寺

本
に
よ
っ
て
正
し
い
本
文
が
知
ら
れ
る
箇
所
は
多
い
。

以
上
述
べ
た
第

一
系
統
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
三
本
は
、
醍
醐
寺

本

・
観
智
院
本

ａ
。
書
陵
部
本
の
順
で
古
く
、
ま
た
、
義
演
手
沢
本
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
醍
醐
寺
本
の
段
階
で
、
す
で
に
上
下
三
冊
に
分
か

れ
て
い
た
本
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
改
め
て
奥
書
に
つ
い
て
見
直
す
と
、
そ
こ
か
ら
は
こ
の

『菅
芥
集
』
享
受
の
様
相
が
明
ら
か
と
な

っ
て
く
る
。
奥
書
に
は

「享

徳
元

（年
）
十

一

（月
）
十
三

（日
）、
了
和
尚
、
談
読
下
点
し
了
ん

ぬ
」
（訓
一０

と
あ
り
、
享
徳
元
年

（
一
四
五
一
じ
十

一
月
十
三
日
に

「
了
和
尚
」
が

『菅
芥
集
』
に
つ
い
て
講
誦
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の

「
了
和
尚
」
と
は
、
「道
号
元
方
」
と
さ
れ
、
傍
注

に

「祥
拐
」
と
あ
る
よ
う
に
、
五
山
僧
で
建
仁
寺
に
住
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
元
方
祥
榜
を
指
し
て
い
る
。
「
了
」
の
字
は
、
「拐
」
の
通
字
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
奥
書
に
情
報
源
と
し
て

示
さ
れ
る

「斉
ム
云
」
は
、
「済
私
云
」
を
省
筆
し
た
も
の
で
、
醍
醐

寺
報
恩
院
第
十

一
世
で
東
寺
第
百
八
十
代
長
者
を
兼
ね
た
隆
済

（
一
四

〇
九
～

一
四
七
〇
）
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
作
品
受
容
の
在
り
方
と
、
そ
の
文
学
的
環
境
の

一
端
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三
―
二
　
観
智
院
本
ｂ

観
智
院
本
ｂ
は
、
先
に
紹
介
し
た
三
本
と
願
文
内
容
は

一
致
し
て
い

る
も
の
の
、
伝
来
経
路
を
別
に
し
、
体
裁
も
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

別
系
統
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

四
　
観
智
院
本
ｂ

東
寺
観
智
院
蔵
。
「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
」
第
２９３
箱

。
第
９７
号
。

袋
綴
装
朝
鮮
綴
、　
一
冊
。
法
量
は
縦
２７
．
５

ｍ
×
横
２０
．
５

ｍ
。
表
紙
は
観
智
院

第
十
二
世
果
快
に
よ
る
修
補
表
紙
。
外
題
は
左
肩
に

「願
文
集
」
（題

察
）。
料
紙
は
椿
紙
。
遊
紙

一
枚
墨
付
五
十
七
丁
。
本
文
に
は

一
筆
書

き
で
振
り
仮
名
や
注
記
等
あ
り
。
五
五
丁
裏
に
次
の
奥
書
が
見
ら
れ
る
。

本
云
　
　
　
　
祥
拐

享
徳
元
十

一
十
三
了
和
尚
談
鐘
下
　
　
鶏
了
朱
是
也

道
号
元
方
．ム
々
庵
号
天
祐

ま
た
、
後
表
紙
見
返
に
は
、
左
下
に

「観
智
院
」
と
墨
書
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
元
年

〈辛
丑
〉
菊
月
廿
五
日
以
為
適
卿

御
本
書
写
畢

権
少
僧
都
果
快

こ
の
写
本
は
、
第

一
系
統
の
行
取
り
と
は
違
い
が
見
ら
れ
、
対
句
の

構
成
が
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
書
写
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第

一
系
統

と
の
相
違
点
を
述
べ
れ
ば
、
第

一
系
統
の
奥
書
で
は

「斉
ム
云
」
と
さ
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れ
て
い
た
傍
書
が

「本
云
」
と
改
変
さ
れ
て
お
り
、
「談
読
」
を

「
談

鐘
」
と
誤

っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
的
に
誤
字
が
多
く
、
例
え
ば
⑮
の

願
文
の
日
付
に

「貞
元
二
年
」
と
い
う
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も

（正
し
く
は

「貞
応
三
年
し
、
第

一
系
統
の
醍
醐
寺
本
を
遡
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
観
智
院
本
ｂ
の
享
徳
元
年
奥
書
の
後
に
は
、
続

け
て
第

一
系
統
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
願
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

願
文
末
尾
の
日
付
は
仁
治
四
年

（
〓

一四

こ

一
一月
六
日
で
、
願
主
は

天
台
座
主
慈
源
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
願
文
は
、
行
取
り
を
せ
ず
、
文

字
を
追
い
込
ん
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
前
の
筆
跡
と
異
な
る
運

筆
で
あ
る
。

ま
た
、
先
に
掲
げ
た
後
表
紙
見
返
の
識
語
に

「寛
文
元
年

〈辛
丑
〉

菊
月
廿
五
日
、
為
適
卿
の
御
本
を
以
て
書
写
し
畢
ん
ぬ
。
権
少
僧
都
果

快
」
（訓
一３

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
は
観
智
院
第
十
二
世
呆
快

（
三
舎
一四
～

一
七
〇
八
）
が
そ
の
父
で
あ
る
五
条
為
適
の
本
を
書
写
し

た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
運
筆
は
異
な
る
も
の
の
、
最
後
の
願
文
も
ま
た
、

果
快
の
筆
跡
の
特
徴
を
色
濃
く
現
し
て
お
り
、
追
加
さ
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。三

―
三
　
歴
博
本

次
に
取
り
上
げ
る
歴
博
本
は
、
外
題
を

『
菅
芥
集
』
と
し
な
が
ら
も
、

先
に
見
た
他
の
諸
本
と
内
容
が
全
く
重
な
ら
な
い
伝
本
で
あ
る
。

働
　
歴
博
本

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
２‐０
。
袋

綴
装
仮
綴
、　
一
冊
。
法
量
は
縦
‐９
．
４

ｍ
×
横
‐２
．
Ｏ

ｍ
。
本
文
共
紙
表
紙
。
外

題
は
左
肩
に
打
付
書
で

「
菅
芥
集

〈追
善

０
」
。
表
紙
右
下
に

「存
阿

本
」
と
墨
書
。
料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
三
十
四
丁
。
但
し
、
本
文
は
前
表

紙
見
返
し
か
ら
後
表
紙
見
返
し
ま
で
。
本
文
に
は

一
筆
書
き
で
振
り
仮

名
や
注
記
等
あ
り
。

表
紙
外
題
に
は
本
文
と
同
筆
で

「菅
芥
集
」
と
い
う
書
名
が
見
ら
れ
、

「追
善

ご

と
い
う
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
に
は

「存

阿
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
存
阿
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。

集
録
さ
れ
て
い
る
願
文
は
計
八
首
で
、
そ
の
内
容
は
次
に
掲
げ
る
通

り
で
あ
る
。

①
広
房
宿
祢
周
関
願
文

一
首
　
　
　
　
　
（建
仁
二
年
‐２０２
五
月
）

②
掃
部
頭
修
善
願
文
　
　
　
　
　
　
　
　
（文
治
六
年
‐１９〇
二
月
）

③
伊
都
岐
嶋
神
主
修
善
願
文
　
　
　
　
　
（文
治
六
年
‐１９〇
二
月
）

④
同
人
願
文

一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（建
久
元
年
‐１９０
十
二
月
）

⑤
大
炊
頭
師
重
願
文

一
首
　
　
　
　
　
　
（建
久
九
年
‐１９８
十
二
月
）

⑥
僧
願
文

一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（建
久
九
年
‐１９８
十
二
月
）

⑦
因
幡
守
広
元
修
善
願
文
　
　
　
　
　
　
（文
治
六
年
‐１９〇
二
月
）

③

「
為
薬
院
入
道
、
、
女
房
修
善
願
文
」

公
九
暦
二
年
‐１８５
）

他
の
諸
本
と
内
容
の
異
な
る
歴
博
本
で
あ
る
が
、
歴
博
本
と
他
の

『
菅
芥
集
』
と
の
関
係
は
、
外
題
だ
け
で
な
く
奥
書
に
も
窺
え
る
。
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祥
上

ム
々

斉
ム
云
　
　
　
　
拐

享
徳
元
九
十
四
了
談
讀
畢

右
の
歴
博
本
奥
書
に
は
、
響
子
徳
元

（年
）
九

（月
）
十
四

（日
）、

了
談
読
し
畢
ん
ぬ
」
（訓
一３

と
あ
り
、
享
徳
元
年

（
一
四
五
一
し
九
月

十
四
日
に
、
「
了
」
が
本
書
を

「談
読
」
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。　
一

方
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
他
の

『菅
芥
集
』
で
は
、
享
徳
元
年
の
十

一

月
十
三
日
に

「談
読
」
し
た
と
い
う
奥
書
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ

の
二
種
類
の

『菅
芥
集
』
は
、
同
じ
享
徳
元
年
に
、
ち
ょ
う
ど
二
ヶ
月

の
期
間
を
置
い
て
講
義
の
場
を
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歴
博
本
奥
書
に
見
え
る

「
了
」
の
字
は
、
第

一
系
統
奥
書
に

お
け
る

「
了
和
尚
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

「
了
」
に
は
見
せ

消
ち
の
上
で

「拐
」
と
い
う
訂
正
が
施
さ
れ
、
「祥
―
云
々
」
と
も
注

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
本
の

「祥
拐
」
と
い
う
傍
注
と
共
通
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
注
が

「斉
ム
云
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
、
両
者
で
は

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る

（観
智
院
本
ｂ

「本
一至
）。

歴
博
本
は
、
形
態
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
他
の
諸
本
と
は
異

な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
伝
本
の
存
在
に
よ

っ
て
、
『
菅
芥
集
』
に
複
数

の
種
類
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
歴
博
本
の
外
題
に
見
ら
れ
る

「追

善

一
」
と
い
う
割
注
も
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
菅
芥

集
」
は
、
田
中
穣
氏
旧
蔵
の
蔵
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ

た
。
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
は
、
近
代
の
蔵
書
家
、
田
中
教

忠
に
よ
っ
て
取
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
川
瀬

一
馬
氏
編
纂

『
田
中
教

忠
蔵
書
目
録
』
に
は
、
「菅
芥
集
」
も
そ
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
川
瀬

一
馬
氏
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、
田
中
氏
旧
蔵
本
に
は
、
田

中
教
忠
が
醍
醐
寺
の
院
家
や
山
科
家
か
ら

一
括
し
て
購
入
し
た
史
料
が

際
だ

っ
て
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
『
菅
芥
集
』
に
は
醍
醐
寺
本

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
歴
博
本

「菅
芥
集
」
は
醍
醐
寺
に
由
来
す

る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

醍
醐
寺
の
い
ず
れ
の
院
家
に
存
し
た
か
ど
う
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、

推
測
す
る
な
ら
ば
、
田
中
氏
旧
蔵
の
文
書
で
は
三
宝
院
関
係
の
も
の
が

圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「菅
芥
集
」
も
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
現
在
調
査
し
た
範
囲
で
確
認
で
き
た

『菅
芥
集
』
の
諸
本
に

つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
醍
醐
寺

。
東
寺
に
伝
来
じ

て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
　
構
成

『
続
群
書
類
従
』
か
ら
遡
る
こ
と
の
で
き
る

『菅
芥
集
』
が
、
前
半

と
後
半
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
内
容
の
異
な

る
歴
博
本
の
存
在
が
知
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
菅
芥
集
』
本
来
の
姿

が
少
し
ず

つ
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
諸
本
の
内
容
に
注
目
す
る
と
、

主
な
伝
本
に
は

「修
善
願
文
」
が
集
録
さ
れ
て
お
り
、
歴
博
本
に
は

「
追
善
願
文
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
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一
系
統
お
よ
び
第
二
系
統
の
後
半
部
で
は
、
冒
頭
の
題
に
施
さ
れ
た

「
願
文
広
隆
寺
嵯
峨
」
と
い
う
注
が
示
す
よ
う
に
、
広
隆
寺
に
お
け
る

修
善
願
文

一
首
と
、
嵯
峨
に
関
連
し
た
願
文
五
首
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。

第

一
系
統
で
最
も
古
い
醍
醐
寺
本
と
第
二
系
統
の
観
智
院
本
ｂ
が
、
い

ず
れ
も
前
半
と
後
半
を
合
冊
し
た
形
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者

の
親
本
の
段
階
に
は
す
で
に
現
在
の
形
態
に
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。　
一
方
、
歴
博
本
で
は
、
外
題
の
割
注
に

「
追
善

一
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
別
内
容
の

『
菅
芥
集
』
が
他
に
も
存
在
し
て
い
た
可
能

性
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
『菅
芥
集
』
の
各
願
文
の
配
列
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
年
次
に

関
し
て
は
順
不
同
で
あ
り
、
類
衆
の
際
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
意

識
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
内
容
の
面
で
は
、
例
え
ば
冒

頭
に
笠
置
寺
関
係
の
願
文
が
二
首
並
ん
で
い
た
り
、
歴
博
本
で
は
中
原

広
季
の
息
子
た
ち
に
よ
る
周
忌
願
文
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
あ

る
程
度
の
ま
と
ま
り
は
配
列
の
中
に
確
認
で
き
る
。
興
味
深
い
の
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第

一
。
第
二
系
統
の
後
半
に
、
「嵯
峨
」
関
連

の
願
文
が
ま
と
ま

っ
て
類
衆
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

０
　
第

一
。
第
二
系
統
の
後
半
部
の
構
成

〔後
半
部
冒
頭
Ⅵ
静
神
集
願
文
広
隆
寺
口
酬

⑪

「法
橋
行
賢
於
広
隆
寺
修
善
願
文
」

⑫

「
尼
於
嵯
峨
修
善
」

⑬

「
嵯
峨
念
仏
房
」

⑭

「
藤
原
氏
於
嵯
峨
修
善

〈為
二
親
と

⑮

「嵯
峨
念
仏
房
於
往
生
院
修
善
文
」

⑩

「嵯
峨
念
仏
房
誂
五
種
行
十
種
供
養
願
文
」

右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
第

一
。
第
二
系
統
の
後
半
部
に
は
、
⑫
か
ら

最
後
の
⑮
ま
で

「嵯
峨
」
関
連
の
も
の
が
並
び
、
願
文
の
内
容
か
ら
法

会
の
場
は
全
て
嵯
峨
清
凍
寺

（栖
霞
寺
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
⑬

・
⑮

。
⑩
の
願
文
は
、
嵯
峨
念
仏
房
と
い
う

一
人
物
を
願
主

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
嵯
峨
関
係
願
文
群
の
存
在
は
、
内
容
の
異

な
る
歴
博
本
の
編
纂
を
考
え
る
上
で
も
関
係
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

重
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
に
歴
博
本
の
構
成
を
示
し
、
考
察
し
て

み
た
い
。

②
　
歴
博
本
の
構
成

〔冒
頭
の

「
目
録
し
　
　
　
　
　
〔各
願
文
の
題
〕

①
廣
房
宿
祢
周
関
願
文

一
首
‥
‥
①
為
廣
房
宿
祢
周
関
願
文

②
掃
部
頭
修
善
願
文
‥
‥
‥
‥
‥
②
掃
部
頭
親
能
亡
父

〈廣
季
〉
四
十

九
日
法
事
願
文

③
伊
都
岐
嶋
神
主
修
善
願
文
‥
‥
③
伊
都
岐
嶋
神
主
廣
貞
修
亡
父

〈廣

季
〉
追
善
願
文

④
同
人
願
文

一
首
・

④
為
同
人

⑤
大
炊
頭
師
重
願
文

一
首
‥
‥
‥
⑤
為
大
炊
頭
師
重
修
先
考
周
関
法
事

願
文

⑥
僧
願
文

一
首
・

⑥
為
僧

〈ム
〉
修
先
考

ヽ
ヽ
ヽ
願
文



道
五
七
日
追
善
願
文

已
上
七
首

③
為
薬
院
入
道

ヽ
ヽ
女
房
修
善
願
文

右
に
挙
げ
た
の
は
歴
博
本
所
収
の
願
文
の
内
容
で
あ
る
。
上
段
に
は

歴
博
本
冒
頭
に
示
さ
れ
る
願
文
目
録
を
、
下
段
に
は
各
願
文
の
本
文
に

見
ら
れ
る
題
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
。
冒
頭
の
目
録
は
末
尾
に

「
已
上
七

首
」
と
記
し
て
締
め
括

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
願
文
は

八
首
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
目
録
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
八
首
目
の

「為
薬
院
入
道

ヽ
ヽ
女

一房
修
善
願
文
」
は
、
「薬
院
入
道
」
丹
波
憲
基
の
た
め
に
、
元
暦
二
年

貧

一
八
五
）、
娘
の
女
房
が
供
養
を
行

っ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
願
文

で
は
、
憲
基
の
晩
年
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

抑
幽
霊
、
避
章
塵
於
洛
陽
城
之
外
ヽ
ト
ニ
閑
地
於
栖
霞
寺
之
傍
ヽ

管
兎
襄
一而
為
修
者
之
棲
一卜、
礼
烏
患
一而
消
結
使
之
塵
「
遂
落
二髪

華
於
此
虎
一、
常
殖
善
根
於
其
中
。

施
薬
院
使
で
あ
っ
た
憲
基
は
、
職
を
辞
し
た
後
、
京
中
の
喧
曝
を
避

け
て
栖
霞
寺

（清
涼
寺
）
の
傍
ら
に
居
住
し
、
此
の
地
で
出
家
し
た
。

願
文
の
場
と
な
っ
た
供
養
も
、
憲
基
が
晩
年
を
過
ご
し
た
こ
の
嵯
峨
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
八
首
目
の
願
文
が
追
加
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
「嵯
峨
」
に
関
連
し
な
が
ら
も

第

一
。
第
二
系
統
後
半
の
嵯
峨
関
係
願
文
群
に
組
み
込
ま
れ
ず
、
あ
え

て
歴
博
本
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
歴
博
本
に

「追
善
願
文
」
を
集
録
す

る
と
い
う
方
針
を
よ
り
優
先
さ
せ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
　
作
者

本
節
で
は
、
『菅
芥
集
』
の
作
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
『
菅
芥
集
』
と
い
う
書
名
か
ら
、
こ
れ
が
菅
原
氏
の
人
物
に

よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『菅
芥
集
』
以
前
に
は
、
先
祖

に
あ
た
る
菅
原
文
時

（八
九
九
～
九
八

こ

に

『
文
芥
集
』
と
い
う
名

の
散
逸
し
た
詩
文
集
が
あ
り

（『江
談
抄
』
巻
五
、
『通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』

に
書
名
が
見
え
、
国
口泉
集
』
に
供
文
が
あ
る
）、
書
名
は
こ
れ
に
倣

っ
た

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
『菅
芥
集
』
の
願
文
の
製
作
時
期
に
つ
い
て
見
る
と
、
第

一

系
統
で
は
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）
か
ら
嘉
禎
二
年

（
一
一
〓
一二〇

で
あ

り
、
さ
ら
に
観
智
院
本
ｂ
末
尾
の
仁
治
四
年

（
〓
一四
こ

の
年
次
を

も

つ
願
文
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
六
十
四
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て

い
る
。
菅
原
氏
で
こ
れ
に
該
当
す
る
人
物
を
考
え
る
と
、
可
能
性
は

一

人
の
人
物
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
鎌
倉
初
期
の

一
大
鴻
儒
と
し
て

知
ら
れ
る
菅
原
為
長
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

菅
原
為
長
は
、
長
守

（
一
〓
一九
～

一
二
〇
一こ

の
息
と
し
て
保
元
三

年

（
一
一
五
八
）
に
生
ま
れ
、
寛
元
四
年

（
〓
一四
工○

に
八
十
九
歳
で

没
す
る
ま
で
、
土
御
門

・
順
徳

。
後
堀
河

。
四
条

。
後
嵯
峨
の
五
代
に

わ
た

っ
て
侍
読
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
道
真
よ
り
十
代
の
子
孫
、
是

綱
を
祖
と
す
る
高
辻
流
で
は
四
代
目
に
あ
た
る
。
為
長
の
伝
記
的
考
証

は
こ
こ
で
は
省
略
し
、
彼
の
文
学
的
事
績
の
う
ち
に

『菅
芥
集
』
を
位

置
づ
け
て
み
た
い
。
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年
号
勘
申
な
ど
の
実
務
的
な
も
の
の
他
、
『
字
鏡
集
』
の
よ
う
な
字

書
、
そ
し
て

『
文
鳳
抄
』
の
よ
う
な
作
文
指
南
書
な
ど
、
為
長
の
多
彩

な
著
作
活
動
を

一
望
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
実
用
的
な
も
の
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
詩
文
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
こ
の
た
び

『
菅
芥
集
』
が
為
長
の
手
に
よ
る
と
確
定
し
た

こ
と
で
、
こ
こ
に
為
長
作
の
願
文
集
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
為

長
が
執
筆
し
た
願
文
と
し
て
は
、
他
に
も

『
本
朝
文
集
』
に
採
ら
れ
て

い
る
数
首
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
と
も
併
せ
考
察
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
為
長
の
著
述
に
は
実
用
的
性
格
の
も
の
が
多

い
が
、
願
主
の
依
頼
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
願
文
も
、
そ
の
性
格
を
帯

び
た
も
の
と
言
え
る
。

願
文
の
内
部
か
ら
作
者
を
認
定
す
る
の
は
、
実
は
非
常
に
難
し
い
。

願
文
で
述
べ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
基
本
的
に
願
主
、
あ
る
い
は
供

養
の
対
象
者
で
あ
る
故
人
を
主
役
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

作
者
と
直
接
結
び

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
願
文
そ

の
も
の
に
作
者
に
つ
い
て
考
え
る
材
料
を
見
出
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

願
文
内
部
に
見
ら
れ
る
語
句
や
表
現
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
情
報
を

得
よ
う
と
す
る
他
な
い
。
『
菅
芥
集
』
の
場
合
は
、
集
録
さ
れ
て
い
る

願
文
に
年
次
の
幅
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
八
十
九
歳
の
天
寿
を
全
う
し

た
為
長
の
存
在
が
浮
か
び
上
が

っ
た
が
、
こ
れ
は
大
変
に
幸
運
な
こ
と

で
あ

っ
た
。
菅
原
為
長
に
は
多
く
の
著
作
が
存
す
る
の
で
、
今
後
そ
れ

ら
と
の
関
連
を
調
査
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
従
来
は

『
続
群
書
類
従
』
の
中
の

一
書
と
し
て
の
み
認
識
さ

れ
て
い
た

「願
文
集
」
が
、
本
来
は

『
菅
芥
集
』
と
い
う
名
を
冠
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
作
者
は
菅
原
為
長
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
鎌
倉
初
期
に
為
長
に
よ

っ
て
執
筆
さ
れ
た
願
文
が
、
ど
の
段
階
で

現
在
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
自
撰
で
あ

っ
た

場
合
は
、
為
長
晩
年
の
編
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
『
菅
芥
集
』
諸
伝
本
の
奥
書
か
ら
は
、
こ
の
作
品
が
享
受
さ

れ
た
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

一
つ
は
、
室
町
時
代
の
五
山

僧
で
、
四
六
文
を
得
意
と
し
た
と
い
う
元
方
祥
拐
に
よ

っ
て

『
菅
芥

集
』
が
講
義
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
菅

芥
集
』
が
文
章
表
現
の
範
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
で
あ

ろ
う
。
同
時
に
、
そ
れ
は
鎌
倉
初
期
の
学
儒
に
よ
る
願
文
作
品
か
ら
五

山
文
学

へ
と
繋
が
る
受
容
史
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
ろ

う
。
や
が
て
、
『
菅
芥
集
』
は
密
教
寺
院
周
辺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
五
山
と
密
教
寺
院
の
間
の
文
学
的
交

流
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
『
菅
芥
集
』
は
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
は

義
演
准
后
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ

（醍
醐
寺
本
）、
そ
の
義
演
手
沢
本
を
尭

円
が
転
写
し

（観
智
院
本
Ｃ
、
さ
ら
に
、
そ
の
伝
写
の
流
れ
は
、
書
陵

部
蔵
の
続
群
書
類
従
本

へ
と
至

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
東
寺
観
智

院
蔵
の

『
菅
芥
集
』
は
、
果
快

・
賢
賀
に
よ
る
収
集

・
補
修
事
業
の

一

つ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た

（観
智
院
本
ａ
・
ｂ
）。



本
稿

で
は
、
以
上

の
よ
う
な

『
菅
芥
集
』

の
書
誌
と
伝
来

の
状
況
を

明
ら
か
に
し
得
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
さ
ら
に

『
菅
芥

集
』

に
対
す
る
詳
細
な
考
察
を
お
こ
な

っ
て
い
く
上

で
の
研
究

の
基
礎

と
し
た
い
。

注（１
）
『群
書
解
題
』
第
七
巻

・
釈
教
部

。
「願
文
集
」
（真
鍋
広
済
氏
執
筆
。
続

群
書
類
従
完
成
会
、　
一
九
六
二
年
）
。

（２
）本
稿
第
二
節
で
取
り
上
げ
る
写
本
の
う
ち
、
最
も
善
本
の
醍
醐
寺
本
で
は
、

「禅
海
」
の
字
の
上
に
虫
損
箇
所
を
表
す
点
が
三
字
分
あ
る
。
こ
の

「禅
海
」

を
人
名
と
捉
え
る
の
は
難
し
い
。
願
文
の
末
尾
部
に
は
、
広
く
世
界
の
安
寧

を
願
う
廻
向
句
が
記
さ
れ
る
の
が

一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。
末
尾
の
型
に
つ

い
て
は
、
山
本
真
吾
氏

「
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
末
尾
の
表
現
形

式
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
九
、　
一
九
九
〇
年
三

月
）
参
照
。

（３
）
底
本

「貞
元
三
年

（９７８
と

を
訂
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
節
で

醍
醐
寺
本
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
取
り
上
げ
る
。

（４
）
醍
醐
寺
本
に
関
し
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
よ
り
そ
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。

（５
）
歴
博
本
に
関
し
て
は
、
平
成
十
六
年
度
中
世
文
学
会
春
季
大
会
口
頭
発
表

（発
表
題
目

「続
群
書
類
従
所
収

『願
文
集
』
の
嵯
峨
念
仏
房
関
係
願
文
に

つ
い
て
」）
の
席
上
で
、
佐
藤
道
生
氏
よ
り
そ
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
。

（６
）
『東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』

一
〇

（京
都
府
教
育
委
員
会
、　
一
九

八
三
年
二
月
）、
お
よ
び
紙
焼
写
真
を
参
照
。

（７
）尭
円
は
、
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
生
ま
れ
。
阿
野
実
顕
の
息
で
、
右
大

臣
今
出
川
晴
季
の
猶
子
と
な
る
。
尭
雅

（醍
醐
寺
松
橋
流
第
十
九
世

。
東
寺

百
八
十
七
代
長
者
）
の
も
と
に
入
室
し
出
家
、
付
法
を
受
け
た
。
ま
た
、
そ

の
跡
を
継
い
で
松
橋
流
第
二
十
世
と
な
る
。
寛
永
三
年

（
一
六
二
六
）
十
二

月
に
は
第
百
八
十
九
代
東
寺
長
者
と
な
っ
た
。
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）

七
月
没
、
六
十
七
歳
。
『金
剛
頂
無
上
正
宗
侍
燈
廣
録
』
舎
同
野
山
八
葉
学
会
、

一
九

一
三
年
～

一
九

一
五
年
）
、
鷲
尾
順
敬
氏
編
纂

『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』

（東
京
美
術
、
増
訂
新
装
版
、　
一
九
七
九
年
）
等
参
照
。

（８
）観
智
院
第
十
三
世
賢
賀
は
、
権
中
納
言
持
明
院
基
輔

（
一
六
五
八
～

一
七

一
四
）
の
二
男
。
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
生
ま
れ
、
明
和
六
年

（
一
七
六

九
）
没
、
八
十
六
歳
。
元
禄
六
年

（
一
六
九
二
）
に
果
快
の
室
に
入
り

（十

歳
）、
三
密
喩
伽
を
習
い
両
部
の
潅
頂
を
受
け
た
。
賢
賀
は
、
師
で
あ
る
果

快
の
跡
を
受
け
継
ぎ
、
観
智
院
聖
教
の
修
補
校
訂
を
行

っ
た
。
そ
の
際
に
は
、

多
く
の
聖
教
箱
を
製
作
し
、
膨
大
な
聖
教
を
整
理
し
た
。
ま
た
、
数
多
く
の

仏
画
類
の
修
復
に
も
尽
力
し
た
。
『東
寺
観
智
院
の
歴
史
と
美
術
―
名
宝
の

美
　
聖
教
の
精
華
―
』
（東
寺
宝
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（９
）
拙
稿

「醍
醐
寺
蔵

『菅
芥
集
』
に
つ
い
て
―
付
翻
刻
」
「
仏
教
修
法
と

文
学
的
表
現
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
―
夢
記

。
伝
承

。
文
学
の
発
生
―
』

荒
木
浩
氏
科
研
費
成
果
報
告
書
、
基
盤
研
究
Ｃ

（２
）
平
成
１４
年
度
～
平
成

‐６
年
度
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
。

（１０
）
上
村
観
光

『
五
山
詩
僧
伝
』
翁
五
山
文
学
全
集
』
別
巻
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
七
三
年
復
刻
版
）
、
玉
村
竹
二
氏
編

『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二

「越

雪
集
　
解
説
」
（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八

一
年
）
等
参
照
。

（１１
）
『醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
第
十
二

・
報
恩
院
篇

（『醍
醐
寺
新
要
録
』
下
巻
、

京
都
府
教
育
委
員
会
編
、　
一
九
五
三
年
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

済
私
云
、
右
加
任
長
者
口
宣
案
也
。
加
任
者
非

一
長
者
末
長
者

〈
二
三

四
是
也
。〉
是
ヲ
加
任
卜
号
ス
ル
也
　
　
剣
測
＝
測
Ｈ
割
圏
測
冽
割
□
ｏ

（‐２
）
『東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目
録
』

一
七

（京
都
府
教
育
委
員
会
、　
一
九
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八
五
年
二
月
）、
お
よ
び
紙
焼
写
真
を
参
照
。

（‐３
）
呆
快
は
五
条
為
適

（
一
五
九
七
～

一
六
五
三
）
の
息
で
、
兄
に
東
寺
宝

菩
提
院
の
亮
兼
、
弟
に
醍
醐
寺
金
剛
王
院
の
実
快
が
い
る
。
承
応
四
年

（
一

六
五
五
）
に
権
少
僧
都
、
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
権
大
僧
都
、
延
宝
二

年

（
一
六
七
四
）
に
法
印
と
な
っ
た
。
宝
永
五
年

（
一
七
〇
八
）

一
月
二
十

三
日
、
没
。
七
十
五
歳
。
『東
寺
観
智
院
の
歴
史
と
美
術
―
名
宝
の
美
　
聖

教
の
精
華
―
』
（東
寺
宝
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（‐４
）
拙
稿

「国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵

『菅
芥
集
』
に
つ
い

て
―
付
翻
刻
」
（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
成
果
報
告
書

「小
野
随
心
院
所
蔵
の
密
教
文
献

・
図
像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関
的

・
総

合
的
研
究
と
そ
の
探
求
」、
二
〇
〇
五
年
二
月
）。

（‐５
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録

［１
］
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書

目
録
』
［古
文
書

・
記
録
類
編
］
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
、
二
〇
〇
〇
年

二
月
）。

（
‐６
）
川
瀬

一
馬
氏
編

『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
田
中
穣
氏
発
行
私
家
版
、　
一

九
八
二
年
。

（‐７
）
丹
波
憲
基
は
、
寿
永
二
年

（
一
一
八
三
）
二
月
二
十
四
日
に
六
十

一
歳

で
出
家
し
、
時
に
前
施
薬
院
使
従
四
位
下
で
あ
っ
た
こ
と
が

『吉
記
』
に
見

え
る
。
新
村
拓
氏

『古
代
医
療
官
人
制
度
の
研
究
』
（法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
三
年
）
の
注

（三
〇

一
頁
）
に
、
憲
基
が
出
家
す
る
ま
で
の
略
歴
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（‐８
）
菅
原
為
長
の
伝
記
と
文
学
的
事
績
に
つ
い
て
詳
細
に
追
わ
れ
た
も
の
と

し
て
、
山
崎
誠
氏

「菅
大
府
卿
為
長
伝
小
考
」
「
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展

開
』
和
泉
書
院
、　
一
九
九
二
年
。
初
出
は

『国
語
国
文
』
四
七
―
七
、　
一
九

七
九
年
七
月
）、
蔭
木
英
雄
氏

「中
世
初
期
籍
紳
漢
文
学
概
観
―
菅
原
為
長

を
手
が
か
り
に
―
」
（
相
愛
大
学
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
　
国
文

・

家
政
学
科
編
』
三

一
、　
一
九
八
四
年
二
月
）
が
あ
る
。

（‐９
）
『類
句
抄
』
に
は
、
為
長
に
よ
る
願
文
の
佳
句
が
採
ら
れ
て
い
る

（畑
中

栄
氏
編

『類
句
抄
略
注
』
古
典
文
庫
、　
一
九
九
八
年
）
。
ま
た
、
為
長
が
作

成
し
た
願
文
等
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
畑
中
栄
氏
編

『類
句
抄
作
者
伝
』

（古
典
文
庫
、　
一
九
九
八
年
）
参
照
。

※
本
文
中
で
使
用
し
た

〈　
〉
は
、
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〔付
記
〕末
筆
な
が
ら
、
写
本
の
所
在
を
御
教
示
下
さ
い
ま
し
た
佐
藤
道
生
氏

。
阿

部
泰
郎
氏
、
ま
た
、
調
査
の
過
程
で
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
宮
内
庁
書
陵

部

。
東
寺
観
智
院

・
醍
醐
寺

。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

。
国
立
公
文
書
館

・

静
嘉
堂
文
庫

。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
方
々
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
な
か
が
わ

・
ま
ゆ
み
　
本
学
大
学
院
研
究
生
）
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